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いよいよ，宮本の経善寺も第一の持にかかってき

た.今月あたりから，苦しい業種の中の鶴離の可

様性は急速に増え出すことと思われる.この綜は

日本の経済が新しい環境に慣れ，新しい考え方，

新しい価値感を体得するまでの過概的状態の入口

だと考えるべきものであるには議いない.しかし

新しい価値感とーロにいうことはできるが，それ

は企業にとっても，またそのやで機く人々にとっ

ても，籍選大きな産みの舗みであることもまたま

ちがいのないことである.

よく知られているように，交通，通信のいちじ

るしい進歩によって，地球は懇にせまくなった.

3電通のスピ{ドアップ，通信網の想速な広がりと

交換のスピードアップ等に加えて叩スコミ品ニケ

…ションの大穏な普及などは，人鱗世界の変化の

腐期をいちじるしく綴めた，これは真空管ゅの電

子のれ…ン，フリーパスj の長さが変わったの

とよく怒た翼象で，単位時間内でことの謡こる確

率を非常に増やすことになる.

またその変北はいわゆる f::ユ品一トン時間j 的

ではなく， rベノレグソ γ時間j 的である. つまり

品ント口ピ{増大の方向，すなわち無秩序，無差

別の方向にむかう非可逆な方向である.

余談であるが，ここで、考えておかねばならぬこ

とのひとつに資額やエネルギーの蹴少や，人口の

増加等で人類泣いままでのように全部が生きてい

くことができなくなるかもしれないが，そのとき

どんな人たちが生き残れるかという問題がある.

この爵題は突は非常に深亥nなことであるが，もし
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かしたらそう遠くない持顛に，患いもかけない現

実としてあらわれてくるかもしれない. rORJ 

の関麓として，と 4 に日本人や宮本盤の rORJ

の問題として大切なもののひとつではなかろう

か.突は総常のどれがこれから生き残って繁栄し

ていけるかということも，それとちょっと似た問

題であろう.

自由主義経済では，人は努力し，工夫していけ

ば出世し繁栄することができる.少なくともその

選はあるーぞれゆえに人法意欲をもてるし，努力

する.社会vまこうして f進歩j ずる.

もっとも「議歩j とは向かということはなかな

かむずかしい概念である.人類が進歩という慨命

をはっきり拙揮したのは比較的近年のことであ

り，それはキザスト教の世界で謡こったできごと

だった.しかしここではごく普通に進歩という

葉を能うことにしよう.ところで喜由主義でない

患はこの Drivi詮g Power がないから，なかなか

進歩し沿いこともよくしられている.

ところで f自由主義j の社会は競争の携であ

り，したがってパレートの法期が成立するので，

かならず勝識と敗者ができる.これは品ント口ピ

ー土器大裂とちょっといい難いことになる.このあ

たりに現代社会の混乱が昆られるのだと患ト

このような思想的背禁のもとに現代社会は愈速

に変化している.とくに石油シ三ヅクを契機とし

て，高成長時代は終患し，去五或長時托に入ってき

た.この時代は，ある意味では無醒時代から有限

時代へ入ゥてきたともいえる.つまり驚糠もよ瓜ネ
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ルギーも市場も土地もみな有限と考えるべきだと

いうわけである.そこで経営としては無限の市場

の可能性を考えるべきではなく，定められた範囲

内でのシェア争いだと考えていくほうが現実的だ

ということになる.こうなるとスケールメリット

で原価を下げるというような発想は次第にうまく

いかなくなる.これからの時代は製品 (product)

に魅力をつけることの競争となるに違いない.

東京で売れなくなったらヨーロッパで売ろうと

いうわけにはし、かない.どこでも売れる魅力ある

製品でなければならない.魅力とは，性能の卓抜

さ，高品質，低売価とゆきとどいたサービス(広

義)である.これらにおいて勝たねばならないこ

とになってきた.そのうえお客の評価はたえす.変

わるのである.実体を正しく把握し，適切な見通

しと方針のもとに，的確な計画をたて，勇敢に実

行することこそ大切である.こうなると ORは実

に大切なものになってくるはずである.実際名前

は何というかは別にして，知的な判断と計画のた

めに，電子計算機が使われることが非常に多くな

ったのはこのあらわれであろう.

もっとも，人聞は最終的判断を理論の組立で行

なうものではない.心の奥の命ずるところにした

がうほかはないのである.この面ではORにも限

界があることは確かであるが，それまでにおよぼ

すORの影響は急速に高まりつつある.

もうひとつ，情報社会の問題がある.これはフ

ィート、バックの経路が増えてくると，いろいろの

増幅器や査発生回路を含んだシステムの安定性は

いちじるしく害され，手がつけられなくなる現象

とよく似ている.

昔の電話の中継所にはいろいろの周波数の電流

が流れ，その中にはフィルターをもった増幅器や

変調器の類が多く設置されていた.シールドがう

まくないと，いろいろの周波数の電界がし、たると

ころに生じ，どこからか増幅器に入り，フィート

パックの系ができる.一般にいってfの周波数の

電流が流れているところに何か非直線の部分があ
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ると 2 .f， 3f， ……等の高周波が出ることはよく

しられている.つまり，正弦波から歪んだ型の波

はフーリエ展開をすれば高周波の集まりになるか

らである.しかし，もし ft ， f2 のような 2 周波が

歪んだときはどうなるかを考えると (nfdmh)

のような高周波同士を含めて差と和の周波数が出

る.同様の考えを押しすすめると，多周波の電

流，あるいは電界がまじりあったときは無数の周

波数が発生するので，フィルターをどんなにうま

く考えておいても，どこかで、フィードパックが生

じてしまうのである.一般にいって，回路に'1"1 ，

'1"2 等の時聞をおくらせる部分が 2 つ以上あれば，

そこに振動系が形成されることは簡単に証明でき

る.

こうなると，まったく振動を起こさない条件を

っくり出すことは非常に困難である.これを止め

るに遮蔽，フィルター，ダンピング，ネガティブ

フィードパック等の方法が知られているが，実際

はなかなか困難で、ある.たとえば遮蔽を完全にし

ようとしても電源を通してのフィードパックを止

めるのはなかなかやっかL、である.

このようなことは，いまの情報社会の現象とま

ったく相似している.情報社会の安定化の問題

は，社会のエントロピー増加の問題と深いかかわ

りがある.もしかすると社会破壊にいたるかもし

れない重大なことである.

ORは今後このような社会の問題に多く使われ

ることが望まれると思う.世の中が新しい安定点

を求めて動いてきた結果は，基本的に不況になる

業種と繁栄する業種が 2 ， 3 年のうちに定着す

るであろう.それまでのあいだには，いろいろの

過渡現象としての振動が入って，一喜一憂するこ

とも多いと思うが，いずれはあるバランスポイン

トに近づくことになると思われる.これはそれぞ

れの経営者にとって，実に重大な問題であるの

で，し、ま具体的に関係ある業種について考えをま

とめていくのが，いまの筆者の仕事の中心になっ

ている次第である.
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